
＝ ． 一一 - －ー 一

賂

’

‐

っ

三一

零擬ニーデロ
ーニー

一

局

I

可

ー

1

全

I’ ー

1

１
１Q ，

1m一
一

L 】

■■■



Ｐ

ｌ

ｌ

１

一一■■

＝

／

～

野－－罐や麺
生～

…

一
季へ

、ノ

’
七
影
へ

の
、
垂
盆
化

ね＞ー ず
い
念
し
滅
舷
雷
を
令
王

含
息
富
豪
を
為
Ｉ
て
な
毒
の

参
Ｉ
叫
咋
１
や
違
う
Ｉ
毒
’
八
雨
園
毫
の

逢
追
志
１可

ふ
き
暗
４
尺

字
し
う
ゆ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
も
》
一
＄

ｌ
ク
同
’
零
ｒ
の

､彦

橇

Ｉ

■

■

０

１

１

４

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

旧

旧

■

■

■

■

■

■

■

■

１

日

日

日

Ⅱ

Ⅱ

０

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

重

う

殖

，

心

罫
肌 §

を
汰
琴
；
ん

聯
似
ｌ
じ
わ
り
ね
ｊ
一
』
世

一

冷
の
小
聯
ｊ
息

聖
山
子
胤
伽
Ｉ
ｆ
２

の
珍
胤
と､肩＝

q

為

｡
■

1

A､． 、



一一

一三三一＝ー一一＝

が
‐
ｐ
『〆

～

慶一圃噸
一

鈩凋

ー

1

ウ

退
侭
も
盤
パ
＃
？
ヶ
？
Ａ
ｊ
ｊ
署
促
甫
率

藤
ぐ
の
よ
純
騒
ハ
＆
蓮
崎
さ
急
１
月
洲

、

吻
令
式
、
、
§
“
喝
Ｃ
外
１
１
の
浄
歩
剛
叫
－

＆
物
の
母
へ
す
〕
廷
あ
凋
れ
茨

逐
Ａ
洞
、
難
い
殻
う
の
洗
苓
鼠
）

よ
乙
之
て
を
玲
遜
鼠
、
｜
電
の
狗
電
Ｉ
等

璽
も
柱
の
ム
服
ふ
報
７
可
を
勺

桧
胤
塔
礼

＃
他
皇
八
ぬ
苑
・
ふ
て
ｊ
』
て
脆
’
ひ
め

る
ゑ
ど
７
２
勾
与
夕
全
鍋
の
蕊
へ
古
葦

賦
も
筵
や
符
雛
脅
。
広
の
吟
説
／
、
に
葛
↓
擢

含
Ｔ
小
：
ノ
ー
、
て
と
む
ｉ
う
ぅ
で
子
逢

才
さ
識
の
淘
弍
ょ
恕
今
の
迩
砿
耐
甫
一
一
一

蔵
Ｉ
う
り
Ｉ
協
疎
菰
ち
や
あ
一
秘
齢

今
典
ノ
ー
と
胸
Ｎ
ｉ
や
Ｉ
に
走
牢
１
９
違
耕
夫

笈
１
＄
ご
ラ
ク
限
入
ご
Ｚ
の
ら
知
嶬
１

’

0

’

Ｉ

一

ー

矢口謂麥茶暴塾
率惑ェ後好峰議 ’

ト

’■

烏
炉
』



一一

～

層勾--司曜弱
～

鍔
I

ウ

退
侭
も
盤
パ
＃
ぬ
勺
今
？
Ａ
ｊ
ｊ
喜
促
甫
奉

ょ
ご
皇
午
＃
を
玲
萢
目
く
ゃ
？
の
拘
巻
Ｙ
Ｉ
ぞ
由
剰

莚
ム
洞
肉
卑
過
澪
１
の
洗
う
す
ふ
麥
後

切
皐
‐
も
斜
催
の
＃
脆
み
閃
１
７
仇
ノ
ｉ
儲
り

え
２
式
、
、
心
付
｝
弓
ぐ
非
１
１
の
塚
か
肌
Ⅶ
‐

1卜

｡

矢口
4

熱ェ

－‐ ‐‐ ‐ 一一-一.11－ー



二- 一一 △
西

－一=弓啄
顔
〆

一
、

合

戸

こぐ,へ垂､ふん纒ぐ紗ふり.'､-Ew,『、
，幟く、/男渕擢ん↑隼一w¥¥

禅鈴室･-、"』ざ､-m1W〆制>oe摺怠fさ'、

q

黙-9 ’摩’もe-j､《純タ毎細
一

ダ

瀞寧街,s舟,≦､-,侭侭'へ'､'烏”鋤

鍔崎婁憧ん傘一一鼻卿犯
駒

'1叉異些限慨捌総糞淘一興
|’

1

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
ｊ
ａ

鍵‘喝f堂‘，戸ｸﾏ､鈩噌 侭蜜ハイ鯉
′
～

|，▲

I 1

’I離
間

茜
｣

'‘〈窄

鐵代

熱稗

到掻

旅童

X､~、堀，急_惠葱~--､~--- "供心『、"､軸
、

ぐ--‐-罫ざ,-･櫓タミ塑禅一

瓢,ご一茎灌魯9,X,jJ,f"cR-蚤~曲室）
’陣＝‘－．総押樹一一一，紳狸

斗二、ぐ､,い

蒋、哀．懲悪舗綱舞老車e-S
､,ｹｰ．』量､

。●､Z~~Ze響イ…｡､二、鰐L一
一二‐玲篝‐

咋驫簿一童e罐ご礎一級

ノ

一

襯
諦 4且

舗匡誓

鑿鴎，一輔雲 ～～異 S，害′e~ﾉレ
１
１●

“匡 - - .



言
Ｉ

－ －---一－－－

1

二
一

I

二
，

１
芯
も
諸
順

、

晶
司
の

動
霧
う
ｊ
で
易
も
、
熱
吟
瞳
、
雷
１
ノ
莞

宣

画
不
－
１
１
１
１
つ
～

叩

●

お
尋
；

恥
い
姥
も
，
１
の
赫
資
ｉ

偽

ｉ
ｊ

ジー

リフ睡一

》u典

漁
γ
あ
て
鴎
１
１
の
唾
と
か
協
珊
Ｉ
ち
ぉ

グ

説

り

あ
／
や
今
～
た
ｎ
脚
の
↓
鷲
心
ノ
ー
Ｉ
１
ｂ
ヤ
、
癖

噸
迷
ｆ
ど
ｒ
う
み
懇
ｒ
に
、
状
凧

●

や
爺
１
１
の
’
’
６
小
、
川
昭
ん
子
の
夢
卜
げ
く
ｊ
４
胞
榊
７
と

笹
鴦
↓
た
吋
皇
戸
Ｊ
接
掩
漉
１
Ｊ
ふ
い
杯

売
ｉ
ｔ
賑
，
い
’
ｌ
凡
の
長

■
々

両
立
ヲ
硬
穐
の
も
も
需
喜
田

圃
伽
１
叫
び
水
丸
か
１
２
島
吋
＆
桶

守

ム
９
９
狼
の
帆
ャ
４
４
少
、
に
ワ
⑳
’
心
押
‐
鞄
Ｗ
Ｉ
筵
ｒ

ろ
雨
ｊ
ｌ
さ
も

，
Ｕ

〃
４
１
、

の
出
ツ
ｊ
６
ｌ
弘
形
》
１
漁
り
ｉ
鮒
ソ
、
の
く
ｌ
ｊ

ゐ
の
手
上
勝

に

ｈ
門
の
み
耐翅

・
脚

ロ

。

て
一
つ

｜

邸

霞
幽
乱
爾
牛
松
鞍
月
其
守

雲
一
盤
撤

踊
腐
壌

山
花 器

二
言
有

二
萄
塊

訴
控
爾
脾
青
志
又
水
亙
交

I

、
1

一一

弓

｡



～

Ｆ

〆
職
長
秘

1

凧
１
Ｊ
毒
ウ
ｉ
ｎ
く
好
ゐ
３
ア
ロ
小
女
蜘
卿

ら
ゆ
大
人
塗
寺
Ｉ
～
芯
季
乏
遷
３
列
学
う
て
汀
７
１
凸
の

包
み
雅
終
献
婿
ｒ
Ｉ
あ
Ｊ
１
山
の
若
；
孔
室
砺

涌
ソ
リ
逝
壱
あ
め
５
１
１
ク
ァ
ｔ
Ｉ
Ｉ
篭
や
貫
一
塵
飯
場

一
菱
ナ
ワ
と
毛
竹
ｒ
‘
ぬ
よ
伽
割
て
吋
鯰
津
碕
を
啄
与
ひ

右
宥
今
更
一
値

p

l

c ＞

、
、

一

．‐ .－‐ ≠一 － 一一一･一 ･



ー－－一一I■■ 一一勺一
可

－
１
Ｊ
‐
凶
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
Ｉ
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

〆

～

Ｐ
８
０
－
岸
俄

1

凧
１
Ｊ
尋
ら
と
心
く
吟
ゐ
勘
７
画
小
女
脚
吋

へ

駒
同
Ｎ

噂

批

漁
や
あ
歳
汽

初
１
１
ら
て
、
芯

７

年
ノ
〃
お

噛
言
一

二
一
封
ノ
〃

か
も
↓

鉛

綴
了
，
、
、
蔦
、
良
川
ｊ
の
拷

河

名一
で
紬
ｌ
も
執
ご
そ
く
肴
哩
Ｉ

ツ
カ
ノ

ど
り
迩
匹
連
ｆ
ｊ
あ
ず
侭
移
裁

赫
糸
喝
椛
参
‐
＆
て
豹
４
＄
＃
１
７

患
ソ
ｊ
勉
芝
、
や
ゑ
い
雁
Ⅷ
‐
の
馬
可
蝿

ら
わ
大
人
と
為
１
１
垂
ｒ
乙
毫
斗
忍
＄
て
け
り
ｊ
岩

包
み
雅
鵜
誠
婿
Ｉ
ヤ
ー
ム
の
若
＄
恥
室
欺

預
ダ
リ
逝
壱
め
ゐ
５
～
Ｉ
ク
ァ
、
～
１
１
篭
や
貫
吟
琶
俶
号

一
愛
ナ
ワ
歩
を
誰
う
ぬ
夕
句
て
吋
鯰
姿
珂
寡
参
ひ

左
育
貧
一
暇

’

タ、

Z

据
雷
境

'β

1、
、

煮省

由一窪 場

』



１
１

－－
－ 一一 一

〃

－

監守－－u吏砂函
一

撃

一

、

塗
の
す
れ
老
て
壱
十
Ｉ
狡
三
霊
・
の
平
崎

１

捷
偽
１
１

焔
偲
｝
て

批
移
ｆ
帆
§
７
１
ノ
ぬ
弓
ｊ
電
や
む
の

急
婦
Ｉ
上
名
掘
叩

墓
１
謬
さ
壇
孝
ｃ
な
ｆ
ｙ
Ｍ
ａ
う
い
Ｊ
穆
麗
繊
花

、
大
盟

落
途
惣
ｌ
そ
薑
の
尭
存
な
参
う
其
瞥

渉
葵
Ｉ

碧
昼
謁
捕

怨
菱
杙
『
毛
に
誰
囎
も
ク
ー
１
１
を
良
５
湫
化
坊

唾
も
み
臆
胤
ヤ

妾
土
牟
Ｉ
や
０
ふ
泓
岻
の
、

ア
レ
認
可
，
，
，
ノ
ノ

旬

ま
ひ
、
も
沁
等
催
促
’
て
至
睡
の
で
み
ば
曇
－
１
少

ヅ
ン
ク

幸
Ｉ
曇
壽
渉
鴎
凝
Ｉ
工
＃
賀
淳
良
を
壷
’
零

基
冨
砲
１
て
喰
附
上
吋
莚
７
句
す

一
票
え
応
戸
同
抱
の
園
ｌ
伐
臥
墜
恩
久
一

ゐ
皇
吟
詠
ｒ
仇
心
え
雀
墹
さ
塁
？
や
、
亨
雰
盗
琶

方
ｈ
当
ｔ
童
季
ケ
の
噸
り
ん
噛
目
さ
臓
了
，

夢
う
ぐ
殉
〃
Ｉ
且
、
、
劇
ノ
欲
ぞ
と
ｊ
あ
１
ナ
蝿
驚
＃
め

、

栃
ク
マ
老
魚
軍
属
Ⅶ
Ｎ
息
警
夕
祁
Ｉ
錐

罰
ｊ
ｊ
全
の
蝿
や
ご
厩
芝
祢
可

●

１

日

蕊

約 移
〆
鈍
さ

｝
雲
患
う
塗

｜

之
了
宿
萱
あ

，
了
う
う
小
Ｉ
、
古
凄
４

コ
ｉ
侭
Ｙ
ｊ
肌

ｖ
み
ば
ど
Ｉ
少

笈
驚
凌
ｊ
掴
ｒ

ｌ
矛
ｙ
く
ぎ
、
李
剛
Ｔ
皇

旬

竜 、 ､、

－



ﾉ，
a

し

ｰ

ー口

鰄w亀E蚕"蝿

山
室
や
琴
《
も
幟
了
管
１
兆

苫
不
の
む
わ
～
夕
恥
１
の
稀
汲
の
当
合
切

垂
シ
屯
宴
小
連
く
を
Ｉ
Ｊ
ｖ
ｒ
て
喝
１
１
雄

、

ゐ
栃
や
靜
惚
砿
菰
ら
鵠
粛
の
尋

そ
ぬ
り
熱
１
友
艮
琴
や
３
人
咋
之
苓
為
ノ
亀
、

東
乃
若
の
句
あ
や
電
猛
子
暇
ｒ
ノ
鴎

、

諺
呆
の
花
や
桧
？
ｎ
吋
永
子
く
ち
皇
》
癖

茶､ ､風久ェ姿
、 ▼､ 、、嘩少，'.vT

薙
亭蝋電水後顛戎チ女子

一

-- 一一 一一 ‘



一 F - - _ ・_ ‐ ．－ －

グ
」
３

Ｊ

一

戸

．､傷－－鮒 ・----
～興囲一 ．p‐

〆

1

、

苦
采
の
花
や
特
ｒ
匁
沌
永
子
う
ぁ
皇
癖
妾
槙

、

諸
魚
刊
卦
叩
友
、
旦
慰
？
ず
５
人
帳
之
今
狗
ノ
亀
玉
亀

、

》
乗
る
若
の
句
あ
や
電
鏥
牙
暇
ｒ
ノ
職
、
入
水

、

ゐ
栃
や
零
惚
砿
誠
あ
僻
粛
の
尋
風
索

、

演
芯
｛
戸
み
，
勺
ゑ
く
あ
の
粋
ｌ
羊
薙
蝶

正
シ
心
寓
Ｊ
連
く
み
？
ｊ
ｖ
ぞ
て
偽
１
１
銭
翁
椿
亭

、

一
家
の
な
お
～
夕
評
ｊ
の
狗
遥
ｊ
宇
易
茶
好

山
冨
や
妻
も
脆
了
参
兆
噸
１
捌
裁
好

１
１
期
Ｉ
ｌ

お
さ
く
や
瞳
を
毒
う
Ｉ
言
毛
、
榔
齋

ぞ
、

、

千
ｌ
令
の
１
通
、
、
隼
ｌ
く
て
猫
茨
、
患
潅
泉

、
宮
内

弱
と
む
§
ふ
可
ｊ
き
含
む
や
夕
喜
ム
息
牛
牟

島
の
違
萱
寺
も
本
違
う
密
２
Ｊ
言
瀞
一
一

、

渦
ふ
芝
滝
や
ろ
も
稀
Ｊ
ら
も
葉
の
人
芳
朴

牌
八
鯉
ひ
蓬
？
患
や
‐
蓄
欠
ｉ
痕
乢
淘
弼
翠
山
尋

、

ザ
雲
て
瀞
１
呼
局
み
常
勤
篭
ラ
ム
リ
牲
左

、

糸
？
む
蒋
藤
誹
負
て
判
叫
睦
ら
亀
Ｉ
晴
之
↓

１
１
１
１

声
』

－－



~－－－~ゞ－－画■前
一一 白,－－－－－． 一

一

一

一

ー

醐鶴謡
…1

I

残
、
宵
や
マ
ｒ
壷
て
て
り
の
彊
一
賦
止
動

、

辱
‐
ｌ
聡
『
蓬
む
庫
圭
カ
ヤ
南
翠

、

由
ゐ
て
夢
や
余
毒
①
み
；
、
４
品
吃
議
由

、

け
さ
Ｉ
丹
誠
て
久
ず
縫
う
南
ｌ
具
瞳

、
お
苛

萱
な
狼
の
為
ぎ
乳
』
や
ん
て
久
か
寸
乏
卿
径
葉

長
寺
客
１
呵
玄
や
老
蕊
酋
耕
夫

斌
釧
浄
令
く
臥
茎
ｌ
湯
皇
裏
備
識
恵

京

派
で
可
な
蛮
人
や
テ
ム
樹
毫
葛
覆

１
１
４
１

１

鳩
、
局
ｊ
の
塗
‐
＆
獄
や
蓬
動
の
恥
山
左

約
穐
榊
叫

擁
茶
を
批
浮
』
た
誉
や
Ｉ
Ｉ
ｊ
篭
も
純
苓
月
湖

孝
弘
》
て
孝
さ
こ
ぐ
り
う
墓
ｌ
の
凧
間
峰
Ｉ
柵
；
慰
了
鞍

、

滝
１
噸
て
や
厄
の
尾
予
ｌ
リ
討
士

等
零
蓮

塲
誓
や
可
ｊ
診
小
莞
く
蕊
の
、
鐘
南
会

、

敢
一
丁
国
道
ノ
ャ
と
今
ん
胸
循
懲
一
一
約
湯

、

学
ノ
ム
恥
詮
の
隼
ｌ
略
柘
の
葉
Ｉ
ろ
蚤
γ
登
方

端
の
、
亀
も
秒
矛
湛
ノ
く
う
や
可
Ｉ
の
も
者
書

』
戸
１
１

１
！

△

［
一

－



一 -亀苓 一

pII
ノ

ー.
一

1
J

L

▼

ﾉ，

、

ー

一

蟻琴､q 、

露
》
、
中
江
↓
ム
リ
夕
為
Ｉ
の
ゞ
ぞ
み
ず
？
う
心
７

門
’
臆
も
》
匂
山
や

１

壱
０
の
何
句
入
て
さ
ら
ｉ
／
限
馴
可
曳
〉
を
ｒ
ワ

あ
り
，
ｊ
側
州
｜
γ
少
や
↓
γ
姿
低
の
洗
夕
、
で
夕
箕
、

拓
匂
上
約
、
で
ｊ
Ｊ
ｖ
も
乎
旋
も
可
Ｉ
塩
下

、

蛍
琴
帰
脚
写
十
あ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
、
く
の
葦
ｒ
ｊ
ｈ
肌
毒
側
志

″

、

湧
き
号
ゐ
萱
、
も
さ
ら
く
４
ノ
砧
ち
６
，
診
砕
罫
￥
違

馴
あ
く
寸
１
勺
ノ
小
喜
遠
く
噂
１
１
１
１
当
、
ｒ
之
息
、
齋
当
花

、

偽
乏
も
農
３
を
＃
ず
匙
襄
の
弱
目
噂

、

承
ず
て
菫
悪
斗
あ
と
’
零
杙
辱
蒲
に

、

臭
て
鞍
け
さ
秘
入
ろ
う
診
診
私
囎
Ⅲ
》
考
蝋

、

乾
之
舟
ご
訴
迩
㈱
ぬ
逵
て
、
吟
ク
タ
意
握
吹

他
Ｖ
ｉ
ｊ
。
，
Ⅵ
パ
ト
１
，
㎡
て
う
／
門
ノ
ク
１
や
職
ｒ
ｌ
ｋ
Ｉ
Ｍ
蕊
謹
轄
鰯
吏

山
吟
へ
や
１
歩
ワ
ト
ミ
』
よ
孝
～
も
、
叩
雫
川
の
胸
蝋
恥
涌

’

ﾒ毒

の
泓
欠
〃
か
南
二
一

、 、 、

古芳旨鬚塞
、

栄有雇

、 、
ぽ
つ
季

』 、
j
」

が

霞
幽

＆
~『冬

A

I'

－－－一
二 一

- --- 一 一一■■一一一



一 －－

－可
－

「

I

ず

～

’ー

鍵奮噌一
〉
一1

＆

、

、

一
万
の
ゐ
ゑ
斗
克
入
手
お
ひ
麦
ノ
菊
九

＄

受
竺
罎
丁
も
津
１
ア
鳧
か
１
２
匁
歩
払
も
呼
砺
山

、

萬
菓
や
亮
飢
雇
遼
同
芝
丞
零
勺

)'1

、

ザ
泉
の
施
孔
了
９
多
也
違
ぐ
伽
の
地
｜
の
ム
ャ

グ

〃

I

D

ノ

升

ｋ

、

栃
と
漸
人
を
八
Ｊ
ｊ
そ
基
崎
の
夕
通
す

～

稀
ク
↓
滝
尋
蓑
省
て
一
一
霞
ｉ
紗
附
ｈ
日
、
通
や

～

お
～
迩
壼
《
ろ
了
き
き
左
の渇
永
、
の
蝿

と

I

衣
ソ
の
患
芝
芝
を
１

馬
国
名
魁

武
蔵

I'| 捧
読
↓
寸
藍
／
楚
石
坊

の

、

、

一

‐：一一一全 一 一 一一一 - - - -－－． 一』一



'7－－－－
－－

－

刈
帖
１
１
Ｉ

ﾘﾉ‘
’

?

一

一職需
溌
》1

ｌ

と
ノ
ｈ
Ｊ
》
蚕
ゾ
や
池
の
，
ｉ
へ
も
Ｐ
召
ご
７
リ

ー画
９
■

Ｉ

１

大
剛
ｆ

ろ
ｒ
、
診
Ｉ
‐
や
脇
や
も
ｒ
ク
胸
を
的
？
Ｊ
、
悪
共
肺

’

㈹

終

上

屋
件
１

七
雲
に
癖
１
５
唾
ゆ
け
の
零
君
ｊ
肌
島
旭

土
羽

ほ
ヤ
ィ
；
狐
喝
ｌ
や
樋
の
ム
も
今
１
１
惚
側
入
一
一

、

ガ
ト
ノ
り
豹
て
ぅ
人
１
始
与
も
ノ
今
典
訟
も
白
沓

』

も

山
蜜
や
卦
‐
子
鴬
あ
く
え
巧
〆
な
負
ね

ザ
ゐ
ゞ
・
姉
を

も
砧
礎
謀

、

舂
恨
や
梶
ｌ
唯
１
塁
り
；
の
花
ｕ
１
今

、

亀
号
や
唾
て
承
迄
の
心
逢
Ｉ
、

芝
迭
を
久
っ
可
１
１
’
て
Ｍ
１
田
お
／
ろ
沖

、

計
迄
の
久
乏
青
同
；
ず
勾
枠
Ｉ
ろ
や
‐
、

末
恥
や
菱
／
を
嫁
世
酔
員
Ｉ
ｌ
淡
》
向

ソ
ア
〃
″
〃
，
ｙ
』
、
、
菫

羅
卜
等
堤
１
１
》
４
－
？
卜
ご
平
ｙ
風
ｒ
瀧
ｗ
ウ
脇
雨
は

I
Q

ｖ

、

竿
喰
ふ
雷
や
森
の
尋
ソ

て
脾
り
Ｕ
も
古
毛
恥
淋
Ｖ

’

ト
ー

、

息当 ）司等員下図

躍許路宇固性山
ロ

一

一,



一一一－－一
戸一■－ 幸

戸〃

藤
少

■

q

蝉嘗園
も－
h名

~

胸
伺
‐
く
ｖ
ｋ
ノ
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
’
言
ｃ
ｊ
ｊ
Ｙ
や
鴎
》
ね
為

礁
村
や

脆
’
／
３
３
翁
ノ
〃
を
ゆ
け
ず
匁
炎
呼
患

、
と
鑪
定
坐
ｒ
２
Ｕ
も
お
の
や
，
ｊ
帆

山
道
Ｕ
誹
今
了
～
４
ぐ
Ｌ
ノ
ｂ
ノ
と
本
の
２
ぷ
ず

に
挙
動
、
も
ろ
《
、
寺
汽
て
や
養
い
と

ア 一
約
も
呼
人
蝿
臥
ラ
ム
ノ
》
蓄
蜂
Ｉ
、

雛
粕
て
州
脚
Ⅱ
て
職
贈
り
鶴
〃
わ
Ｉ

一
津
ｌ
ｚ
濫
過
を
苧
γ
Ｌ
Ｈ

女
同
川
や
琴
、
建
這
１
ｔ
Ｊ
か
め
診
咽
批
穐

ち
う
ｌ
ノ
仏
咋
ぐ
島
ぐ
く
ノ
ム
ル
い
す
の
、
あ
湧
勺
う
恥
１

上

の
眠
臥
の
わ
＆
て
蓄
基
々
の

0

j童
､卜

、

尾
を
仇
撤
の
う
ノ
牡
費
月

ス
争

喧

b

､I

了Ｐ
卜
』 、 、 、

、 、 、 、

、 、 、 、 》 、 、 。

押え偉圓 夢山羅桂
呼翌花録謙譲雨為

、

覗
千
岳
祁

、
久
松

拝
眉
金
画
夢
榊

声■



一
－－ －－ －－－－－一二 一一一

ｉ
ｈ
ｌ
ｌ

了
汎
、

１
１

１
１

１

ク

、

一
ゞ
司

唄
一
群
“

齢
、
の
ば
く
上
，
っ
辿
賜
僻
、
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
３
尺

花
の
う
へ
や
り
ｊ
肌
赴
了
も

必
し

弱
や
今
勺
の
？
う
鷺
や
３
に
Ｉ
尅
冴
ゐ

泣
吋
の
苧
も
寵
リ
原
１
１
水
鎌
‐
懲

り 、

津
１
の
参
１
噸
て
ｋ
γ
ん
☆
七
夕
重
犯

大
山

飾
人
濡
卿
を
ザ
；
筵
て
這
争
の
基
陰
↓
李
灸

軍
儘
恥
瑚
彊
ふ

又
開
脚

胤
連
ｖ
Ａ
ノ
タ
さ
久
ら
、

み
～
〃

い
〃
１
．

蝿
４
．
を
墓
造
唯
斌
芯
～
り
、
了
令
仏

縦
蛍
？
写
を
く
さ
く
や
渡
の
毒
１

３
尺
の
雨
榊
踏
ｆ
ヤ
ー
Ｉ
’
て
ぬ
違
製
な
Ｉ
ワ

鵡
人
のL一

一

零
の
を
も
士
滝
遥
ア
ャ
為
農
う
ん
肌

一
雷
ｉ
紙
ｒ
ｊ
ｊ
Ｎ
、
及
の
胸
圃

夕

〃 凋乃
や罰｡猫背
里 、

太山挑技
素大山

１
１

Ｌ
隣
１
ｍ
二

、 、

篤
島

、 、
、、 、、

１
１
１

陰ョ
/LL

』
己

I



１
１
１
１

、

イ

戸

、
や
，色

欣
南
の
漁
７
を
進
Ｊ
，
え
息
建
や
ノ
ー
健
嵐
、
隼
ら

着
て
く
少
、
壇
今
ｌ
ノ
７
，
も
又
／
母
陶
ご
鐘
や

史
苛
Ｊ
う
ん
『
、
く
て
主
峰
亀
イ
リ
２
／
肘
’
鵬
１
通
り
と

オ
差
ｊ
も
ャ
７
、
く
雨
か
た
一
兇
‐
く
瀞
ウ
ｋ
叺
慰
／
、
ノ

、
、
ノ
崎
ノ
；
い
、
、
の
隊
，
み
Ｉ
ｉ
１
４
９
乱
史
の

や
降
夙
い
陸

禿
ｌ
恥
寸
雷
の
り
糸
や
１
免
齢
代
ノ

ろ
仲
，
や

十塁坪
ｊ
凡
や

望

参
ぞ
／
川
や
湯
０
３
↓
ぐ
ふ
う
、
Ｔ
ｂ
城
の
黒
、 野

U受

や
ゑ
瞭
令
も
暑
矛
可
な
心
自
．
、

I
脈

土
惟

捕
壱
今
Ａ
ｌ
‐

ム
ｔ
ｌ
ｊ
勢
ど
く
や
１
忽
史
入
ｖ
垂
や

重≦､

斗
惨
γ
令
／
い
Ｉ
証
震
「
此
ｌ
ａ

１

う
あ
壼

’

1)1
Ｆ
座 零

蕊
眼
洗

泉
、 、

、 、 、 寓

さ洗花如岑冨堵
ら全侃ンに泉

、

梨
舛

猿
雰
童

、

和
血
も

、

挑
畔

害
随

粕
わ
略

見
付

北
隅
可

中
兎
身
ｕ
Ｅ
ノ

ロ
ー
Ｉ

ち
き

I

Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
０
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｌ
■
■
■
■
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８
Ⅱ
し

啓



可
洞
ｒ
１
１
１

医
ｆ１

１

一
一

－

－－

ー

１
１
１

、

Ｉ
Ｉ
ｊ
■
瓜
刷
皿
祠
凹
■
８
１
ｉ
ｉ
０
ｆ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｊ

叩

四
、

糠
承
秘
靭
乎

ご
て
§
γ
れ
ぃ
移
恩
う
何
皇
移
ｒ
ワ
ミ
パ
ク
§
奇

、

ム
耐
ウ
ノ
の
、
蓼
、
み
、
届
＆
畠
跨
Ｊ
釣
や
｝
一
睡
頓

苓
を
重
さ
人
基
刑
』
ず
や
弓
碁
縄
茎
蚊
奇
哉

坤
月
収
一
僅

蒲
誹
圃
”
マ
喜
玲
竜
を
Ｉ
ワ
門
川
ら
ち
珈

侵
口

萩

Ｕ
ｊ
ワ
約
落
間
の
〆
ｎ
斗
辺
低
位
ｒ
河
〃

確
枢
篭

１

福
い
て
葵
ル
ー
う
稀
Ｉ
賃
呵
湫
の
蚕
？

鏑
境

、

当
蜜
も
秤
ｊ
ｔ
Ｖ
ら
や
蚤
今
Ｉ
，
埼
芳
胤

噸
の
心
ｆ
ｌ
Ｔ
９
の
女
Ｗ
｝
サ
身
～
～
↓
く
々
ノ
ハ
ノ

起
墨

参

参
河
毒
巡
事
Ｊ
群
ｌ
茄
賦
薑
，
肌
一
噸
刎

諏
童
會

嶋
尋
、
中
＃
ゑ
す
琴
皇
琴
勾
う
職
、

日

ソ
し
ヤ
、
不
争
牙

蒲
玲
や
菱
蝋
差
を
逮
て
喰
火
上
雷
鞭

衝
へ
診
て
臺
盛
１
１
、
象
や
雷
事
の
家
介
蜜
吻
平

１

司
晦
斡

ｆ

１

審
へ
野
１
塁

菖
滋
岬
苦
篇
一
丁
６
漁
鴨
俵
の
斗
今
ｆ
防
ぐ

’

手
ｊ
錘
キ
ー
子
鹿
Ｉ
７
ｈ
ｌ
手
１
や
山
形
今
鼠
呵
請
縫

’

１

１
Ⅱ
■
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
■
Ⅱ
１
１
■
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
卜
ｈ
Ｉ
Ｉ

、

ｋ

埜
荊
’
ロ

■

イ

一一

■||||||||||||｢一一一一一一一一4号
||||||||llllllllr..､－－－ ℃--‐ ‐‐－－、__－ _‐

戸

h

』



一一 F

｜

’

′
●

、

（

～

一

．
含
喰
や
守
に
弓
夕
ざ
ら
水
は
色

、

吟
恥
↑
ｊ
ゆ
て
珈
神
Ｉ
Ｆ
ｆ
１
鋤
１
１
７
う
う
、
が

参
れ
？
，
乢
老
ｔ
か
や
’
て
も
毒
１
４
尾

鯵
昌
の
一
蜂
‐
ク
了
天
ヤ
ワ
～
～
１
７
重
り
の
も
患

北
胤
淘
の
砲
夏
ご
み
も
ｔ
蜂
タ
ー
枕
飼

妬
瑛
て
ィ
ｒ
岫
叩
さ
耽
勺
血
↑
・
為
平
、

ろ
幹
Ｉ
み
ゑ
向
匁
人
の
吟
莚
凸
肌
莱

６
車
一
軍
守

穂平

畷
肘
１
を
乏
心
く
角
ら
が
の
軒
ｊ
や
祐
減
な
、

Ｙ
Ｍ
Ｉ
ｌ
ｌ
萢
辱
ぐ
ふ
此
う
瀞
～
や
芸
の
風

γ

サ
ア
爺
１
恥
毫
『
墓
Ｉ
庭
９
泊
Ｎ
、

夕

亨
ｊ
皇
Ｒ
／
瞳
や
叶
鍋
を
〃
シ
さ
す
谷
の
水
、

侮
る
ノ
も
方
～
て
凄
』
ｊ
き
Ｉ
も
の
Ｌ
側

花
永
；
ふ
も
う
⑳
弓
Ｊ
１
毒

湛
喜
‐
幸
い
で
ご
琴
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
胤
了
忠
の
墓
桂

時

L

11

〆

剛
曾
農
融
亀
葦

Q

争
い
】

、 、
ワ

、
ワ

、
、

、
、 、 、

有松貢霞可帆一考
倉吉乙舟右山蝿琴

、
、 、

＝

山

催
物
葦
談
雲
之
習
之
賄
雰
零
挺
晨
光

〃



一

”
１
１

ー－－一一訂＝

安一一

●

１
１
１

１

、

Gbさ
、

心
，
ｆ
何
砂
ｉ
ｆ
随
徽
洪
沌
忍
ｉ
ｒ
伽
ワ
ム
ー
卿
う
い
肌
や
ｌ
鯏
岬
化
場

、

↓
も
蝿
？
堂
＆
～
迄
や
僻
１
－
逢
如
ね

這
る
趣
く
沸
乏
を
２
亀
糖
郵
Ｉ
う
肌
秋
も
観
和
涌

享
警
峨
や
推
吻
馬
の
唾
‐
弥
八
叩
く
粍
弛
ｆ
八
六

拝
上

り
ナ
吋
萱
の
蝮
も
皇
な
さ
薙
謬
鷺
か
湖
夫

考
皇
や
禾
珍
鐵
跨
睦
巧
山
家
鼻
闇
浮

亀
噛
や
な
＆
て
權
の
急
准
ひ
縁
之

門
川
‐

姉
泥
脇
啄
ふ
陶
土
や
入
星
の
秋
打
鷲
叫
鬼

、

寮
ノ
く
ｆ
と
ｈ
樹
の
遊
ユ
タ
ｈ
ノ
雪
の
カ
ロ
流

乃
ず
こ

葦
ト
ー
↑
よ
馬
の
堂
１
胡
っ
埴
狼
》
息
岬
Ｉ
、
毛
魚

放
ふ
ふ
林
１
、
ろ
１
１
１
１
‐
孝
心
省
Ｎ
岬
卜
、
鵠
禁

目
子
達
筵
息
も
駐
な
喜
零
の
殉
１
塁
か
、
李
一

、

箆
丁
、
０
粒
』
＋
雰
割
ノ
あ
水
》
珍
為
了
建
識

、

全
ち
ぢ
拭
嫁
禾
忍
髄
寸
匁
恩
ホ
ク
渉
蔦
三

錘
胎
仰
‐
鮪
耐
愁
人
粉
膳
ｖ
え
ゞ
常
痴
１
至
暴

人
屯
柔
ぬ
詞
戸
の
朱
撞
疹
息
１
ケ
タ
春
略

Ｉ
Ｉ
Ｊ
、

1

１
１
ｌ
辿

』

に

I

~~－－－ーーー■■■■■■■■■■■■■■－
||||||||||||||||｢~－－℃ 、－ 一一一一一一←豊里－－－ －



－

’
､－

←

1■■■■I■･ローーーーーー

一

も

賎一
、

10

階
仰
騒
Ｉ

階
Ｗ
展
〉
て

同
弼

、
荊
椰
の
１
Ｊ
私
ｇ
２
Ｊ
Ｚ

斯
く
之
＆
込
苓
屯
あ
う
ァ
っ
尋
亨
や
参

わ
葺
砲
さ
孟
推
み
く
ノ
嘩
１
１
壷
仏
ｒ
っ

唾
寧
麗
ご
う
ず
き
叺
琢
下
》

砂
｜
の
奇
に
髪
Ⅶ
食
／
川
了
ぐ
も
ず
ふ
の
茎
到

評
署

今
〃
輔
署
の
う
毎
診
吋
１
１
や
更
の

轟
沈
批
診
妙

ナ
喧
燃
叩
の
ｚ
今
忍

I
’

韮
論
』

み
『
拓
ｌ
か
今

運
く

花
騨
‐
１
ｋ
総
ふ
醤
〃
向
Ｉ

鯖

Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｌ

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
４

１
砧
呵
胸
刈
聯

の
竹
り
ｋ
Ｊ

Ｐ
萄
さ
ｊ
川
肌｜

、

１

１
１
１

1'1
二
幕

渉
ィ
４
叶
鴎
坊

［ 暁 、 ー、
i工 苔

1五孤稲思

俊山奮亘

逢
崎

り

、
霞
推

ロ
夫
路



一二

1
i

－

１
１
１
１
１
１

、

、

ー

｝

ｂ

ｈ

莞

名
謝
塵

ゞ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
ゑ
く
を
周
を
弓
乏
／
吹
圓
↑
２
麺
‐
茶
煙

伊
軌
〃

室
漁
や
術
く
１
選
お
弛
厘
＃
§
懸
致
十

守

り

兎
沫
‐
の
皇
も
、
秀
，
勾
予
急
罰
ｒ
梨
笑

も

、

お
も
才
今
嘱
ふ
ふ
ｌ
沁
御
ｌ
き
ち
文
麿

＄

人
奉
う
堂
惑
劉
～
で
蟇
や
七
厘
ソ
論
の
当
尭
蒙

、

、

海
批
ｆ
ｊ
急
粍
子
子
与
り
Ｉ
み
』
髄
下
向
己

１

燕
批
＆
欠
稚
遼
遊
；
勿
喝
や
夢
司
滝
湖
六

椿
、
嚥

赤
穐

計
星
竜
？
諺
う
や
稚
奇
菰
兵
曜
琴
唆

人
茎
計
幹
皇
即
ち
↓
も
ノ
ャ
７
１
の
季
、

芦
潅

鳥
薙

／

ｂ

Ｉ
１

大
蝿

朝
毫
確
心
李
き
薄
手
偽
う
ふ
靴
境

樽
浦

鼠
通
航
蝿
い
れ
ｒ
そ
蓮
蕃
↓
さ
ｊ
３
ゐ
岡
島

雄
映
画

汽
劣
；
ふ
ち
、
を
く
蓼
ム
ァ
う
稀
雫

４

ｔ

函
覧

夕
う
噂
や
韻
琴
り
ざ
働
了
吋
堪
蕊
者
蕊

1
1

ｌ
」
唾
』
一
巴
壹
、
順
，
‐
‐
‐
‐
‐

判
司
釧

’
ー－℃ ■－－－一

、



ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
Ｉ
ｌ

－－

凸

己

､

上､

■■ー

2弾
、

噂
休
，
１
り
ｈ
の
に
脱
ぐ
１
Ｊ
亥
八
ノ
尚
埼
鵬
叫
ｌ
畠
ｔ
ｒ
Ｍ
１
１
編
島
學
加
川
叩

や
１
急
の
｝
零
ゞ
讃
財
の
凱
壯
錦
ろ
才
ノ
膿
１
ノ
沢
一
華
奪

ト
ー
、
す
ど
故
濤
Ｊ
の
毒
蕩
々
や
屍
の
，
岡
Ｎ
曇
疏
た

群
零

噌
ノ
も
受
ア
ダ
に
舂
定
了
朧
‐
‐
心
会
去
雷

大
胤
時
桧
の
可
～
季
１
１
葛
や
拓
拭
花
車
野
冨
乙

斗
’
一
へ

二
坊
～
女
松
老
も
塁
１
毛
ら
て
花
批
も
榎
奪

彊
弗
の
ｊ
へ
『
す
拓
證
↑
ぬ
ｐ
、
↓
旅
う
ｈ
肌
暴
も
》
の

多
俣

乏
て
鳥
γ
例
え
う
ふ
も
冨
會
鞍
嘱
ノ
垂
踊
り
山
来
由

箒

論

イ

到
当
１

吋
他
款

加
さ
ク
冷
屋
い
ゑ
１
，
ノ
ダ
ｈ
ノ

雷
ノ
ー
、
尋

、

丸
７
６
ノ
橇
漉
吋

ろ
３
丁
け
厭
や
芝
の
童
７
２

人

衰
参

Ｌ

り
れ
鶴
雰
曾
貢

勘
孝
征
舛
湿
ｆ
ご

術
‐
１
１
参
り
の

為

蒲
強
Ｊ
鞍
お
段
リ
』
ん
妙
の
も
巴
卜

泌

＆の

唾
澤
嵯
乍
汎

塞
げ

》

や
馳

一

捲
一

童
心

７
４
／
附
一
で
今
の
￥

蜂
ｌ
に

琴
瀦
り
鳧
Ｆ
１
、
恩
曜
曜
Ｉ

畠
異

本

《
晴

誓
汚
駿
仙

強
へ
池
弟
／
り
毒
砂
ふ
ｊ
不

混
謬
埜
１
曲

１
１

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ａ
皿
▼

E

心
謝
型
圃
‐

~~ |||||llllllllll|･･･－－－雪－℃－－－－旦一、 P



U

凸

Ｖ
Ｌ
ｑ、

鷺

、
恒
作
１
り
ｈ
の
に
鵬
ｆ
１
ｊ
式
ノ
自
窃
偽
叫
Ｌ
ふ
Ｉ
ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
多
加
川
１

が

や
１
急
の
一
琴
》
讃
卿
の
凱
旋
擬
あ
む
７
恥
Ｉ
ノ
沢
一
難
年

ト
ー
、
丁
’
ど
械
芦
ｊ
の
惠
罵
々
や
農
の
い
い
毒
減
た

添
野

増
／
も
ゑ
ア
ダ
に
寺
逢
て
鵬
‐
‐
む
畠
去
雪

大
凶
呼
桧
の
寸
～
篭
ｒ
Ｉ
１
↓
秀
や
拓
抗
花
車
野
冨
心

半
’
一
へ

里
斯
‐
ｚ
ｊ
＆
蟇
も
星
１
ろ
も
て
ね
伽
も
榎
奪

、
悪
弗
の
ｊ
へ
『
ず
拓
澄
↑
仇
ｎ
．
〃
加
う
ｊ
乳
暴
も
》
の

「
乏
て

鳥
？
例
え
う
ふ
、

毫島

い

≦N皇
侯 一

束も

由ろ

ト
ー



ユ
ー
』
一

，

１
一

’人 ざ

●

や

曲～ ．
睡戟野、

八

墹
孝
～
写
の
腱
あ
く
弾
ｊ
聯
、
④
や
１
、
呼
技

。

ｈ
Ｈ
ｚ
帆
ノ
マ
ー
ゾ
陥
予
土
を
予
勿
～
参
息
司
ろ
哨
や

足
り
の

噌
ｊ
ｒ
Ｎ
ｊ
に
、
た
こ
う
と
‐
〆
、

泥
寝
て
伽
、
匙
の
裏
を
河

猿
ｊ
１
斗
や
：
今
き
帳
γ
』
て
Ｍ
１
ｊ

v孔 三
一

)迄

ｆ
３
蔓
や
み
１
１
、
の
三
、

九
末

捲
故
誉

士寺
４
卜

大
野

、紬
仙
Ｉ
Ｊ
１
Ｅ
ハ
ノ
允
賜
、

１
ｋ
肌
私
の
？
ｊ
ｊ
４
勺
溌
患
う
み

伽
州
‐

波

健
、
言
Ｉ
錨
§
の
姉
を
秘
く
尹
陶
Ⅳ
哩
踊
索

ｙ
魁
▼

参
。
毒
匁
Ｊ
ｆ
的
き
す
迩
雨
二
噂
縫
』
奇

、

１
４
①
為
菫
琶
入
圃
を
憾
走
”
壼
毒
季
因

ｎ
脚
の
む
て
急
ア
ー
巽
通
氏
ノ
ぞ
ｆ
姑
蛍
可
朴

、

畷
苓
の
笹
斗
ｒ
ろ
あ
き
皇
魚
Ｊ
４
ｆ
肌
も
路

’
の
幟
１
１
ム
ノ
可
ノ
Ｕ
て
壷
帆
γ
ｆ
ム
ノ

■
ゴ
ロ
『
詞
１
２
■
■
■
刺

輻
了
ら
港
の
Ｔ
Ｉ
う
定
や
薇
《
い
／
そ
脚
Ｉ
．
』
雷
風

？

聯
ｉ
曝
帯
お

杖
〃
や
ヤ
ｊ
ら
ち
息
も
あ
く
燗
尋
砒

陣嘆阜
今
稗
熈

ｆ
ト
ト

『

蜜
？
を
手
ｌ
彦
褒
侭
上
７
４
鞄
簿

0，

話
を
Ｉ
う

ウ

１
１

Ｉ
ｌ
ｌ
６
Ｈ
且
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
ｌ

ん、
、

通

秀

画

上
徳
我
山
も

▽

や
罎
壷

如
今
王

〆

早
野
一

埆

』
ｂ

馳

鹿

富
永

嶺
〃

大
輔言
可
朴

墨
膿

ー －－－－



ﾏマ一

１
１

呈

謎尋
■■

、
－

星＝

凸､、

畠靭’
■■
一

玲一

、

ｊ
１
ノ
品
署
？
今
Ｉ
杁
弛
恩
仇
ｙ
ｆ
ｌ
寺
吻
肌
ソ
の
｝
Ｙ
Ｋ
Ｉ
、
Ｄ
ｈ
和
訓

や
？
う
恥
の
注
室
を
私
Ｖ
ｌ
の
淫
災
均
１
１
１
か
、

小
、
遊
吻
ｌ
や ！

わ
ゐ
の
、
灘
宙

恒式
う
、
旧
川
の
シ
、
ノ
海
Ｋ
１
即
１
１
１

陥
丘
？
い
え
他
上
限
庵
１
１
茶
の
ｉ
人
を

守

の
所
’
拭
苓
１
壷
て

糖
く
掴
も
稚
の
小
窪
裁

に

！汀
Ｊ
ｊ
了
紡
拡
恥

蝿
ｒ
ｌ
ｌ
巡
り
、
⑨
准
剛
喉

■

；〆心
一タ

’ 桑
の
恥 名

妃
右
為

１努
葵
町

、

誰
屋

、

り
え
に

’
p

三

橘
、 、 、＄

独箕梼禎一鳥

蕊展似惹鼠鬼
｡’

一
一
一

鳥

－－．1■■■I■■■■■■■■－． ． ‐” ‐ ．



－ F

農 66

1
1

？ 、

IF哩窪po尹

『潮
「 、

桑
化
十
五
画
室
の

入
化
十
異
圃
室
の

夕

8

勺

■

、

蓬
門
蓄

蓬
門
蓄

薫
寺
町
二
番
下野
田
港
宍
衛
扱

野
田
港
宍
衛
扱

▲

】

両
■
『
ｑ
や

時

ｂ
ｌ

！

I

一

ー= -

■|||||||||||||||■.．･－－－－、－－－－－－－－一､､



「

一

－－ー
一一一

Y
〃

■ｰ

乏二

Ｉ
■
１
Ｉ
Ｂ
Ｊ
且
▼
＆
日
日

二
■
』

や０
０
０
Ｊ
０
０
０
０
■
Ⅱ
″
■
Ｄ
４
ｌ
１
ｌ
ｆ
ｌ
■
０
口
・
８
Ｆ
。
β
■
■
竹
ｐ
Ｌ
Ｆ
巳
″
凸
″
Ｂ
０

一
一
一
一

戸

織凸印
ロ
ノ
”

Ｂ
’

一
》
耐
浄
９Ｆ

一
一

一

｡

ざ1

1
1

且

、 ”

Ｌ
一

＝

』

’

、 ■

”、

罰

q■


